
































































































































































































































































































































































































































































































































































表 2ー 1 地域経済基盤形成・向とに果たす地場産業・産地の役割
（地場産業の産業連関構造）
業 種 第 l次産業との関連 第2次産業との関連 第3次産業との関連
－住宅構造の変遷に





水産加工 漁業との密接な関連 味加工の開発 運送業界の振興－造船修理漁網，
燃油，魚函業界の
振興
－関連業種木（捺製染織業機， 商業の発展に大きく絹人絹織物 養蚕業の振興 整理業
製造業）の振興 寄与
陶 磁 器 陶土採掘業者の育成 －ダンボールなど包 産地卸の発展装材料業者の振興
一般製材 杉，桧の人工林を主 －木工技術活用によ木製はきもの とした豊富な林産資 る家具工業の発達 産地却の発展木工家具 源を活用
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( 1 0 . 0) 
図2-4
｜その他の収益l



























産地名 生産本数 生産額 産地名 生産本数 生産額
本 百万円 % 本 百万円 % 
計 166' 350 53' 230 (100. 0) 金 沢（石川県） 600 500 ( 0. 9) 
七 尾（ I ) 500 400 ( 0.8) 
札 幌（北海道） 若干 不明
樽（ I ) 3,000 300 ( 0.6) 美 Jl ( I ) 300 200 ( 0.4) 
秋 田（秋田県） 35,000 8' 000 (15. 0) 武 生（福井県） 1,000 600 ( 1.1) 
山 形（山形県） 3,000 900 ( 1. 7) 一 河（愛知県） 3,000 1,500 ( 2.8) 
会津若松（福島県） 8,000 1,600 ( 3.0) 名古屋（ I ) 10,000 7,000 (13.1) 
長 浜（滋賀県） 150 300 ( 0.6) 
豊 栄（新潟県） 300 150 ( 0.3) 
新 潟（ ,. ) 700 280 ( 0.5) 彦 根（ I ) 6,000 6,000 (11.3) 
白 根（ I ) 3,000 1,200 ( 2.3) 示 都（京都府） 500 500 ( 0. 9) 
言長谷条 西小日町護千 ( I ) 
3,000 1,000 ( 1.8) 大 阪（大阪府） 13,000 4,000 ( 7 .5)
月十 ( I ) 12,000 3,600 ( 6.8) ま臣 路（兵庫県） 500 300 ( 0. 6) 
広 島（広島県） 14,000 4,000 ( 7 .5)
飯 山（長野県） 2,000 1,000 ( 1.8) 
魚 津（富山県） 300 100 ( 0.2) 高 松（香川県） 8,000 2,400 ( 4.5) 
高 岡（ I ) 500 400 ( 0.8) 八女福島（福岡県） 6,000 2,000 ( 3.8) 

















































































































































































































































































I : I 域内調達
: 分業の付加地域内連関i ψ I I 
し一一寸関連産業の振興卜1 i : 







































































－伝統的技術の活用 ・販売能力の活用 ・低加工品の高付加価値化 ・経営能力の活性化
．農村の余剰労働力の活用
2）新商品・新技術の開発










－宣伝活動の強化 ・産地ブランドの確立 ・観光産業との連携 ・成長企業の選定
・企画能力 ・少ロット取引体制への対応 ・品質，納期の厳守
4) 人材の育成と確保
・地元高校の活用 ・社内研修の実施 ・社内研修への派遣 ・先進企業視察









































































































































事業名 事業名の説明 交付先 補助率
地域中小企業の活性化を図り，魅力ある








地元大学等との が持つ技術シーズを円滑に結び付けるた ンター，地域産 地方公共団体%








ン 交流・移転事業 の技術移転を促進する事業。 @298万円
力 25財団など
の 組合などが経済環境の変化，需要構造の 国%
5虫 新商品開発能力 変化，技術革新の進展などに対処するた 同 上
地方公共団体見




事 デザ、イン高度化 力を飛躍的に高め，その成果を広く中小 地方公共団体%
業
事 業



































情報収集提供等 などを実施する情報収集提供事業及ぴそ 地場産業振興 @847万円
事 業 のために必要な設備などを整備する情報 センター 1～ 3年目： 6











































































の体制 ｜ （都道府県同額負担） ｜ 
































表 4-2 伝統的工芸品指定品目一覧 （平成3年5月末現在）
通産 都道 指定
工 τー＋広＋・ ロ口 名
局別 府県別 品目数
北海道 北海道 。
三同金三 本－軍 1 0津軽塗
東 岩手 4 0南部鉄器 O岩谷堂箪笥 O秀衡塗 O浄法寺塗
宮城 3 0宮城伝統こけし O雄勝硯 O鳴子漆器
秋田 4 0川連漆器 O樺細工 O大館曲げわっぱ O秋田杉桶樽
山形 3 0置賜紬 O山形鋳物 O山形仏壇




栃木 2(1) 0結城紬 O益子焼
群馬 2 0伊勢崎緋 O桐生織
関 埼玉 2 0江戸木目込人形 O春日部桐箪笥
千葉 。
東京 8(1) 0江戸木目込人形 O東京染小紋 O本場貰八丈
0村山大島紬 O東京銀器 O東京子描友禅 O多摩織 O江戸和竿
神奈川 3 0鎌倉彫 O小田原漆器 O箱根寄木細工
新潟 13 0小千谷紬 O小千谷縮 O塩沢紬 O本塩沢 O加茂桐箪笥
0村上木彫堆朱 O新潟・白根仏壇 O長岡仏壇 O三条仏壇
0燕鎚起銅器 O十日町緋 O十日町明石ちぢみ O越後与板刃物
東
長野 7 0信州紬 O松本家具 O木曽漆器 O飯山仏壇 O内山紙
0南木曽ろくろ細工 O信州打刃物





工 コー；.ー・ ロ口 名
局別 府県別 品目数
愛知 10 0有松・鳴海絞 O赤津焼 O常滑焼 O名古屋仏壇
中 0名古屋友禅 O三河仏壇 O豊橋筆 O岡崎石工品
0名古屋桐箪笥 O名古屋黒紋付染
岐阜 4 0飛騨春慶塗 O一位一刀彫 O美濃焼 O美濃和紙
三重 4 0伊賀くみひも O四日市寓古焼 O鈴鹿墨 O伊賀焼
富山 4 0高岡銅器 O高岡漆器 O井波彫刻 O越中和紙
音日 石川 9 0加賀友禅 O九谷焼 O輪島塗 O山中漆器 O金沢仏壇0七尾仏壇 O金沢漆器 O牛首紬 O加賀縮
計 31 
福井 6 0越前漆器 O若狭塗 O越前和紙 O若狭めのう細工
0越前打刃物 O越前焼
滋賀 3 0近江上布 O信楽焼 O彦根仏壇
近 京都 16 0西陣織 O京友禅 O京小紋 O京鹿の子絞 O京嬬
0京くみひも O京焼・清水焼 O京漆器 O京指物
0京仏壇 O京仏具 O京扇子 O京うちわ O京黒紋付染
0京石工芸品 O京人形
奈良 2 0高山茶室 O奈良筆
大阪 6 0大阪欄間 O大阪唐木指物 O大阪仏壇 O堺打刃物
0大阪浪華錫器 O大阪泉州桐箪笥
畿 兵庫 4 0丹後立杭焼 O播州そろばん O出石焼 O播州毛鈎
和歌山 2 0紀州漆器 O紀州箪笥
計 39 
鳥取 3(1) 0出雲石燈篭 O因州和紙 O弓浜緋
中 島根 3 0出雲石燈篭 O雲州そろばん O石州和紙
岡山 2 0勝山竹細工 O備前焼
広島 4 0広島仏壇 O熊野筆 O宮島細工 O福山琴
国 山口 2 0赤間硯 O大内塗
計 13 
徳島 2 0阿波正藍しじら織 O阿波和紙
四 香川 1 0香川漆器




福岡 6 0博多織 O久留米緋 O小石原焼 O八女福島仏壇
0博多人形 O上野焼
九 佐賀 2 0伊万里・有田焼 O唐津焼
長崎 2 0三川内焼 O波佐見焼
熊本 。
大分 1 0別府竹細工
州、｜ 宮崎 1 0本場大島紬
鹿児島 2(1) 0本場大島紬 O川辺仏壇
計 13 
沖 0久米島紬 O読谷山花織 O読谷山ミンサ－ O宮古上布
沖縄 13 0壷屋焼 O琉球緋 O首里織 O琉球ぴんがた O琉球漆器
縄 0与那国織 O喜如嘉の芭蕉布 O八重山ミンサ－ O八重山上布
メロ〉、 計 171 
伝統的工芸材料 O金沢箔（石川） 0庄川挽物木地（富山）
伝統的工芸用具 O伊勢形紙（三重）





























































































































































































補助金名 内 容 補助対象経費 補助率等
産地組合などが実施 －技術動向等調査分 －補助率：補助対象
地場産業技術高度化対 する新技術，技術革 析事業 経費の 10I100以内
策事業費補助金 新の開発・導入に対 ・技術開発事業 －補助額.1件当た
して補助する制度 －技術研修事業 り1,600万円以内
産地組合などが実施 ・パイロットデザイ ・補助率．補助対象
地場産業デザイン高度 する市場動向に即し ン試作費 経費の%以内

















































0 質的な変化 :o設備革新化の進展 : I 1&. 
｜〉ノ
・需要の個性化，素材の複合化，ファッシ (o大規模層と小規模層の二極集中化の進行 ； l様
ヨン化，合繊化 : ・マーケット競争の激化 ； ｜化
・小ロ yト化，短サイクル化 f o 生産方式の二極分化 ! ｜す
0 技術革新の進展 i （多品種少量生産と少品種多量生産） ： ｜る
・設備の近代化（高速化，自動化，ラージ : ・生産方式の選択に関する模索 ・ ｜繊
??
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資料：石川県繊維協会編『石川県繊維産業振興ビジョン』 58年8月（石川地場産業振興センター編














































































































































































































































































































































表 4ー 5 愛知県行政施策などに対する繊維産業・産地の要望事項 （単位：%）
綿スフ 綿スフ 丸編ニッ 横編ニッ 毛織物 男子服 婦人 繊維ロー織物業・ 織物業・ 毛織物業 ト生地 機械染 子供服
知多 三河 製造業 ト製造業 色業 製造業 製造業
プ製造業
ノJ.tペ' 業 数 572 552 587 183 183 49 35 35 102 
アンケート
回答企業数 200 200 42 43 43 13 24 11 24 
同 回収率 34.9 36.2 7 .2 23.5 23.5 26.5 68.6 31.4 23.5 
1.県融資制度の充実 46.0 47 .5 35.9 30.2 48.8 53.8 16. 7 45.5 62.5 
2.設備近代化資金・
41.0 69.0 40.1 51.2 設備貸与制度充実 46.5 61.5 
29.2 27 .3 37 .5 
3.経営診断の拡充強化 5.0 9.0 5.6 7 .0 11.6 23.1 12.5 9.1 
4.業界団体の指導育成 9.5 10.0 23.9 27.9 25.6 23.1 29.2 45.5 20.8 
5.地場産業振興対策の
34.0 53.5 61.3 32.6 強化 20.9 38.5 
12.5 36.4 41. 7 
6.繊維工業構造改善事
45.0 38.5 21.8 9.3 業の推進 11.6 
23.1 12.5 9.1 20.8 
7.設備共同廃棄事業の
65.5 35.5 推進 13.4 39.5 16.3 
33.3 
8.内外展示会の開催・
1.0 4.0 9.9 参加の充実強化 7 .0
9.3 7. 7 8.3 
9.試験研究機関の指導
13.5 16.0 25.4 39.5 －研究強化
18.6 23.1 45.8 18.2 29.2 
10.技術セミナー の開催 8.5 4.0 19.7 23.3 16.3 30.8 25.0 36.4 12.5 
1.経営セミナー の開催 4.0 6.0 9.2 14.0 18.6 15.4 29.2 54.5 16. 7 
12.新製品・新技術開発
16.5 29.0 32.4 18.6 に関する助成 30.2 
69.2 33.3 45.5 41. 7 
13.事業転換の指導 26.0 11.0 10.6 7.0 11.6 12.5 12.5 
14.その他 2.5 2.0 
15.無回答 1.5 2.0 4.2 2.3 2.3 12.5 4.2 










































































































































































































































































































































































































































































10）秋田県産業労働部編『秋田県地場産業実態調査報告書』 56年3月， 2頁， 223頁， 240一241頁。
11）中小企業庁計画課編『図説 日本の産地』ぎょうせい， 56年， 180頁。
12）注8）の前掲書， 305頁。
13）藤田敬三，竹内正己編『中小企業論』第3版，有斐閣， 1991年， 263頁。









ビジョン』 54年10月， 3-4頁。注8）の前掲書， 35頁， 294-299頁。岩手県編『水沢地域産地中小企























8 1 3 
63 
s4 I i 3 I 謹及び課題 ｜ 振興目的及び課題
s2 I 図4-41 資料名と注が脱落 I ピ （ 
資料：和歌山県経細謂 r和歌山県地場産業振興ビジョン」昭和5i年間， 28-48頁，により作成sI 
（注） この資料の28頁の原図と41貰の原図はそのまま使い， 40-48頁の内容を「今後の課題と対応JI 
と題して， 41頁の原図に書き入れている． ｜ 




l 105 24 商法第274条の3) 〈商法第274条の3)
I i i o 32 分担にらって 分担によって
l 1 1 2 8 取締役会を対等 取締役会と対等
